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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月18日(2009.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下を含む固形の美容組成物：
　石けん及び／又は石けんではない界面活性剤、及び毛の制限活性剤。
【請求項２】
　石けん及び／又は石けんではない界面活性剤を、40から99質量％の量で含む、請求項１
の組成物。
【請求項３】
　毛の制限活性剤を、0.05から15質量％の量で含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　毛の制限活性剤が、グリセロールモノチオグリコレート、N-アセチル-L-システイン、
システアミン、カリウムチオグリコレート又はボーマンバークインヒビターから選択され
る、請求項１から３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
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　更に少なくとも一つの皮膚の強化活性剤を含む、請求項１から４のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項６】
　皮膚の強化活性剤が、アルファヒドロキシ酸（AHA）である、請求項５に記載する組成
物。
【請求項７】
　皮膚の強化活性剤が、組成物の質量により0.1から2.0の範囲の量で存在する、請求項５
又は６に記載の組成物。
【請求項８】
　皮膚のコンディショニング剤を含む、請求項１から７のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項９】
　0.01から10質量％の皮膚のコンディショニング剤を含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　皮膚のコンディショニング剤がシアバターである、請求項８又は９に記載の組成物。
【請求項１１】
　シリコーン及び／又は鉱油を含む、請求項１から１０のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも一つのシリコーン及び／又は鉱油が、組成物の5質量％より多い量で存在す
る、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　少なくとも一つのシリコーンが、組成物の75質量％より少ない量で存在する、請求項１
１又は１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　少なくとも一つのシリコーンが、C30-45アルキルメチコン及びC30-45オレフィン、ジビ
ニルジメチコン／ジメチコンコポリマー及びC12-13パレス-23及びC12-13パレス、ステア
リルジメチコン、ラウリルPET/PPG-18/18メチコン、エマルション形態のジビニルジメチ
コン/ジメチコンコポリマー、デクロペンタシロキサン、B15-PEG、メチルエーテルジメチ
ルシランから選択される、請求項１１から１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　少なくとも一つの鉱油が、パラフィンワックス、パラフィンオイル、カルナバワックス
、キャンデリアワックス、030ケライトオリーブ油から選択される、請求項１１から１４
のいずれか1項に記載の組成物。
【請求項１６】
　デンプンを含む、請求項１から１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　以下を含む、毛の制限方法：
　請求項１から１６のいずれか１項に記載の固形組成物を、任意に水の存在下で、処理さ
れるべき皮膚の領域上に適用する工程、及び
　皮膚上の毛の成長を制限し、又は皮膚上の毛における少なくともいくらかのケラチンを
減少させるのに十分な滞留時間の間皮膚上に組成物を残す工程。
【請求項１８】
　組成物が、あらかじめ決められた時間の後に皮膚から除去される、請求項１７に記載の
方法。
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